
写植スタイルシート
『ポースコーヴの灯』第 3号・7ページ

台本の一行が吹き出し一つになる。話者、ふつうのせりふでなければ波かっこに種類、コロン、
そしてせりふ。下に並べた形は、2ページで使ったもの。

– せりふ tomas: 二箱にしてくれ。  楕円。しっぽは話者の口の手前で止まる。
– つながり 同じ話者の tomas:が二行続くと、一つの輪郭にまとまり、しっぽも一本になる。
– 思考 biscuit{thought}:  雲形。小さな泡が頭へのぼっていく。
– ささやき maya{whisper}:  破線の輪郭と小さめの文字。
– 叫び tomas{shout}:  ギザギザのフラッシュ、太字で一回り大きく。
– 無線 船長は無線ごしに話す。キャスト設定で、 skipper:の行はすべてトゲトゲの輪郭とジグ
ザグのしっぽになる。

– ナレーション caption:  黄色い箱の語り。コマの角に寄せる。
– 心の声 maya{inner}:  口に出さない言葉。しっぽなし、灰色の箱。
– 編集部注 note:  小さく、コマの下の隅に。
– 描き文字 sfx{at="16% 28%" rotate=-10}:  吹き出しなし。白いふち取りの赤い大きな文字を、
位置と角度を指定して置く。

– 画面外 tomas{tail=end}:  話者は絵の外にいて、しっぽがコマの端まで伸びる。
– 位置の固定 skipper{at="44% 22%"}:  吹き出しの中心を絵のその点に固定する。トリミング
が変わっても同じ。

Postextクックブックのための原作と写植。絵は拡散モデルで生成。写植書体は Zen Antiqueと Dela Gothic One（SIL
OFL）。
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